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調査方法は、調査協力者の 18 歳以上の実子 10 名に対して半構造化面接を行い、分析方法として複線径
路・等至点アプローチ（Trajectory Equifinality Approach：TEA）を採用した。また、KJ 法も一部援用
し分析を行った。本調査は、「日本女子大学ヒトを対象とした実験研究に関する倫理審査委員会」の審査・
承諾を受け実施した。調査期間は 2013 年１月～６月までである。本調査では、TEA の中の一つの概念で














































































いて 20 歳以上で、里親家庭において概ね１年以上、委託児童とともに生活をしたことのある 11 名の実子
の半構造化インタビュー結果について論じている。分析には修正版グラウンデッド・セオリー・アプロー
チ（M-GTA）を援用し、委託開始からインタビュー時までの実子の意識の変化を明らかにした。調査期間
は 2010 年６月～2011 年３月までである。分析の結果、53 個の概念が生成されたが、本研究では２人以上














調査方法は、調査協力者の 18 歳以上の実子 10 名に対して半構造化面接を行い、分析方法として複線径
路・等至点アプローチ（Trajectory Equifinality Approach：TEA）を採用した。また、KJ 法も一部援用
し分析を行った。調査期間は 2013 年１月～６月までである。本調査では、TEA（Trajectory Equifinality 
Model）の中の一つの分析枠組みであるTEM を使用し、分析過程によって差異のあった発達段階に分けて
















































































して、M-GTA および TEM に関して分析記述が不十分な点が指摘された。 
 
以上のように、本論文はなお少なからず課題はあるが、本論文のテーマの斬新性や先駆性、多様な観点
からの深い先行研究のあり方、実証研究の分析や結果、考察のあり方は十分に評価に値するものである。
よって、本審査委員会は、全員一致で、本論文が博士（社会福祉学）の学位を授与するに値するものと判
断した。 
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